
 

 

 

 

摂 津 市 議 会 

 

駅前等再開発特別委員会記録 
 

 

 

令和３年１１月１２日 

 

 

 

 

 

 

摂 津 市 議 会 
 



 

 

目       次 

 

駅前等再開発特別委員会 

１１月１２日 

 

 会議日時、場所、出席委員、説明のため出席した者、出席した議会事務局職員、 

審査案件--------------------------------------------------------------------1 

 開会の宣告------------------------------------------------------------------2 

  市長挨拶 

委員会記録署名委員の指名----------------------------------------------------2 

 認定第１号所管分の審査------------------------------------------------------2 

  補足説明（建設部長） 

質疑（塚本崇委員、松本暁彦委員、藤浦雅彦委員） 

採決-----------------------------------------------------------------------14 

 閉会の宣告-----------------------------------------------------------------15

 

 



- 1 - 

 

駅 前 等 再 開 発 特 別 委 員 会 記 録 

 

１．会議日時 

  令和３年１１月１２日（金）午前 ９時５９分 開会 

               午前１１時 ２分 閉会 

 

１．場所 

  第二委員会室 

 

１．出席委員 

  委 員 長 野 口  博  副委員長 藤浦 雅彦  委  員 三好 義治 

  委  員 塚 本  崇  委  員 松本 暁彦      

 

１．欠席委員 

  なし 

 

１．説明のため出席した者 

  市長 森山 一正  副市長 福 渡  隆 

建設部長 武井 義孝  都市計画課長 杉 山  剛 

連続立体交差推進課長 藤井 芳明  都市計画課参事 岡田 裕昭 

 

 

１．出席した議会事務局職員 

  事務局次長 大西 健一  同局書記 速水 知沙 

 

１．審査案件 

  認定第１号 令和２年度摂津市一般会計歳入歳出決算認定の件所管分 

 

  



- 2 - 

 

（午前９時５９分 開会） 

○野口博委員長 ただいまから駅前等再

開発特別委員会を開会いたします。最初に

理事者から挨拶を受けます。 

 森山市長。 

○森山市長 おはようございます。 

 昨日とは打って変わっていいお天気に

恵まれました。そんな中、本日は駅前等再

開発特別委員会をお持ちいただき、大変あ

りがとうございます。 

 本日は、令和２年度決算について、当特

別委員会所管分についてのご審査をいた

だくわけですが、何とぞ慎重審査の上、ご

認定いただきますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

 一旦、退席させていただきます。 

○野口博委員長 挨拶が終わりました。本

日の委員会記録署名委員は、三好義治委員

を指名します。 

 暫時休憩します。 

（午前１０時   休憩） 

（午前１０時１分 再開） 

○野口博委員長 再開します。 

 認定第１号所管分の審査を行います。 

 最初に、補足説明を求めます。 

 武井建設部長。 

○武井建設部長 認定第１号、令和２年度

摂津市一般会計歳入歳出決算のうち、建設

部が所管しております事項につきまして、

目を追って主なものについて補足説明を

させていただきます。 

 それでは、令和２年度摂津市一般会計歳

入歳出決算書をご覧ください。 

 まず、歳入でございます。 

 決算書の４４ページ、款１５国庫支出金、

項２国庫補助金、目４土木費国庫補助金の

うち、千里丘駅西地区まちづくりに係る社

会資本整備総合交付金でございます。 

 ５４ページ、款１６府支出金、項３委託

金、目２土木費委託金のうち、連続立体交

差事業調査委託金でございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 １７２ページ、款７土木費、項４都市計

画費、目２街路事業費のうち、阪急京都線

連続立体交差事業に係る権利購入費や連

続立体交差事業負担金などでございます。 

 １７４ページ、目５再開発事業費は千里

丘駅西地区まちづくり事業に係る調査計

画等委託料などでございます。 

 以上、建設部の所管いたします決算内容

の補足説明とさせていただきます。 

○野口博委員長 説明が終わり、質疑に入

ります。 

 塚本委員。 

○塚本崇委員 それでは、質問をさせてい

ただきます。 

 決算概要のほうから質問させていただ

きます。まずは１２８ページ、連続立体交

差推進課、阪急京都線連続立体交差事業、

まずはこの事業全体の執行率の低さです

ね。令和２年度においての執行率の低さと

いうのをもう一度ご説明いただければと

思います。 

 本年度においては補正予算を組んで執

行するほど順調に進んでおられるという

ことですが、令和２年度においての執行率

の低さについてご説明をお願いいたしま

す。 

 続きまして、同じく阪急京都線連続立体

交差事業の修繕料で約１０８万円、これの

中身についてご説明をお願いいたします。 

 続きまして、その次、手数料です。約５，

８００万円支出されておりますけども、こ

れは何の手数料かということについて、内

容のご説明をお願いします。 

 続きまして、連続立体交差事業調査委託
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料で約５，０００万円執行されております

けども、これについても内容のご説明をお

願いいたします。 

 続きまして、１３０ページです。都市計

画課、千里丘駅西地区まちづくり事業の中

の手数料５１８万円ほどの支出に関して

内容の説明をお願いいたします。 

 それから、調査計画等委託料で約２億５，

７００万円の支出がありますが、その内容

のご説明をお願いいたします。 

 以上です。 

○野口博委員長 藤井課長。 

○藤井連続立体交差推進課長 それでは、

阪急京都線連続立体交差事業に関するご

質問に答弁申し上げます。 

 まず１点目の、執行率につきましては、

その理由としまして、権利者との用地交渉

に時間を要したことにより、物件移転補償

費等の用地取得に係る費用の執行が低い

ためでございます。 

 全体の事業費の残額のうち、５億１，６

７１万２，０００円を今年度に繰り越して

おりまして、現時点で執行できており、計

画どおり用地取得を進めることができて

おります。 

 次に２点目の、修繕料の内容につきまし

てご答弁申し上げます。 

 修繕料につきましては、用地管理修繕工

事として、取得した用地の管理用のネット

フェンスやバリケード、防草シートの設置

を行ったものでございます。 

 ３点目、手数料の内容につきましては、

主に建物補償額算定のための建物調査と

不動産鑑定の費用でございます。 

 それぞれ専門業者のほうに委託してお

り、業務としましては建物の補償調査業務

を４件、不動産鑑定評価業務を６件発注し、

業務を実施しているものでございます。 

 ４点目の委託料につきましては、その主

なものとしましては、仮設の駅前広場と付

け替え道路の基本設計、そのほかに公図混

乱地域におきまして地図訂正業務と、用地

測量、分筆図作成などの不動産表示登記、

それから、用地交渉業務などを委託してい

るものでございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 杉山課長。 

○杉山都市計画課長 それでは、千里丘駅

西地区まちづくり事業に関するご質問に

お答えいたします。 

 まず、手数料の内容についてですが、こ

ちらのほうは事業の施工区域内に１１か

所の標準画地を設定し、更地として鑑定評

価するもので、不動産鑑定士３者による鑑

定評価業務を行ったものでございます。 

 次に、調査計画等委託料の内容について

ですが、こちらにつきましては、地権者交

渉等事業推進支援業務、建物等調査業務、

測量及び公共施設等設計業務、建築物基本

設計及び地盤調査業務、事業計画作成等業

務、これら五つの業務を行ったものでござ

いまして、それぞれの委託料などにつきま

しては、事務報告書２２３ページに記載の

とおりでございます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 塚本委員。 

○塚本崇委員 ありがとうございます。 

 １番目の、執行率の低さについては理解

いたしました。 

 これからは事業の山場を迎えると思い

ますので、ぜひ、引き続き、執行をお願い

いたします。要望とします。 

 修繕料です。用地管理用のフェンス等に

ついてということですけども、修繕料だけ

だとこの中身というのはなかなか見えて

こないので、あえて質問させていただきま
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した。これも中身は理解いたしましたので、

ありがとうございます。 

 手数料です。建物調査４件、不動産鑑定

評価６件ということで、こちらについても

理解をいたしました。ありがとうございま

す。 

 そして、連続立体交差事業調査委託料に

関しましてですが、こちら、多岐にわたる

わけですけども、この約５，０００万円の

支出に関して、その算定の基準というもの

がありましたらご説明をお願いいたしま

す。 

 続きまして、千里丘駅西地区まちづくり

事業の手数料についてですが、こちらも鑑

定評価を行っていただいたということで、

内容を理解いたしました。 

 それから、こちらの調査計画等委託料に

ついても、同じように何か算定の基準があ

るのかどうかについてご説明をお願いい

たします。 

 以上２点、お願いいたします。 

○野口博委員長 藤井課長。 

○藤井連続立体交差推進課長 それでは、

阪急京都線連続立体交差事業に関するご

質問に答弁申し上げます。 

 委託料の算出根拠につきましては、国の

積算基準に基づき業務価格のほうを積算

し、その後、基本的には入札により価格の

ほうを決定しております。 

 業務の特殊性により随意契約を行う場

合でも、国の基準に基づく積算により価格

を算出し、見積額を精査した上で契約のほ

うを行っております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 杉山課長。 

○杉山都市計画課長 それでは、千里丘駅

西地区まちづくり事業に関するご質問に

お答えします。 

 業務委託の設計・積算につきましては、

基本的には、国の定める積算基準に基づき

積算しております。 

 積算基準にない内容のものについては

見積書を徴収しております。 

 基準書を例示いたしますと、設計業務等

積算基準書、下水道用設計標準歩掛表、設

計監理業務委託料算定基準、用地調査等業

務費積算基準などにより積算しておりま

す。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 塚本委員。 

○塚本崇委員 ありがとうございます。積

算の基準があるということで、標準価格で

の執行がされているというふうに理解を

いたしました。 

 特に千里丘駅西地区まちづくり事業で

すけども、多くの商店の方がお店を経営さ

れていて、その中で今後、権利返還によっ

て移転されて、また、竣工後に戻ってこら

れるのかという不安とか、どこに入れるの

かとか、店舗の家賃が跳ね上がって支払え

るのかという不安の声を、いろんな商店の

方から聞きますので、また、今後もこの事

業については、引き続き商店の方々の意見

を吸い上げながら順調に進めていけたら

と思っております。 

 私からは以上です。 

○野口博委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 それでは、引き続き質問

をさせていただきます。 

 まず、決算概要の１２８ページのところ

で、先ほど、物件移転等補償費などについ

てのやり取りがございましたけども、その

阪急京都線連続立体交差事業の完成とい

うのは本市の交通渋滞を解消して、さらに

まちの発展に寄与するもので、できる限り

早期に実現することが望ましいものと認
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識をしております。 

 その上で令和２年度の進捗率について、

そしてその影響というのがどのようなも

のか、ちょっとお聞かせいただきたいなと

思います。 

 続きまして、同じく阪急京都線連続立体

交差事業の、連続立体交差事業調査委託料

の中で仮設駅前広場設計という文言がご

ざいましたけれども、令和２年度は仮設駅

前広場の基本設計を進められたものと認

識をしておりますけども、どう進められた

のか、お聞かせください。 

 続いて、千里丘駅西地区まちづくり事業

のところですけども、決算概要の１３０ペ

ージ、調査計画等委託料の中で、今回、令

和２年度は事業計画をしっかりと策定さ

れてきたものと理解をしております。 

 この事業計画書策定に当たりコンセプ

トがどのように反映されているのか、お聞

かせいただきたいと思います。 

 続きまして、４点目ですね。事業計画策

定に当たり、これから権利変換計画もされ

ていくことですけども、令和２年度での地

権者とのやり取り、その状況についてお聞

かせいただきたいと思います。 

 最後ですね。令和２年度は事業協力者が

選定をされております。この事業協力者選

定についてどのようにされたのか、お聞か

せください。 

 以上です。 

○野口博委員長 藤井課長。 

○藤井連続立体交差推進課長 それでは、

阪急京都線連続立体交差事業に関するご

質問に答弁申し上げます。 

 まず、１点目の進捗とその影響について

です。 

 令和２年度末での用地取得の進捗状況

としましては、面積ベースで１０％弱でご

ざいました。ただ、現時点では約１７％ま

で上がっております。第３回定例会の補正

予算に計上したものを含めると、今年度末

には２２％程度まで進捗できると見込ん

でおります。 

 令和５年度の工事着手に向けては、おお

むね計画どおりの進捗であると考えてお

ります。 

 ２点目の仮設駅前広場の具体的な検討

の状況につきましては、まず大阪府警本部

との協議を踏まえて線形等を決定してお

ります。 

 現在のバス、タクシー、身体障害者用の

乗降スペース等の機能は維持した上で、張

り出してくる仮設の駅舎に合わせ、全体面

積を若干縮小し、コミュニティプラザ側に

移動させる形で検討してございます。 

 今年度は詳細設計のほうを進めていま

して、今後、バス会社やタクシー会社等の

ほかの関係機関にもヒアリングを予定し

ており、最終形状を決めていきたいと考え

ています。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 杉山課長。 

○杉山都市計画課長 それでは、千里丘駅

西地区まちづくり事業についてのご質問

にお答えします。 

 まず、事業計画書につきましては、「つ

なぐわ、広げるわ、育むわ～人をつなぎ賑

わいを広げまちを育てる～」をまちづくり

のコンセプトに、事業協力者のノウハウを

活用し、来訪者が滞在、交流するシンボル

ロードや屋上庭園といった、本市の顔とな

り、駅前にふさわしい施設となるよう、そ

の規模や機能について検討し、事業計画書

を作成いたしました。 

 シンボルロードとして、駅前広場から大

阪高槻京都線へつながる道路を整備いた
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しますが、道路境界から建築物をセットバ

ックすることにより、歩道と一体となった

にぎわいを創出できるような空間を整備

する計画としております。 

 次に、地権者対応についてですが、令和

２年度は、関係権利者の方々と個別に面談

をさせていただき、事業概要の説明と土地

建物の調査への協力依頼を行いました。 

 関係権利者の方々にご協力いただき、建

物等の調査を行い、従前資産の評価をいた

しました。その内容につきましても、個別

面談により説明させていただきました。 

 次に、事業協力者の選定についてですが、

令和２年３月９日から６月１日までの期

間で事業協力者を募集しまして、共同企業

体４者から事業企画提案書が提出されま

した。 

 提案書につきまして、一次審査として書

類審査を、最終審査としてプレゼンテーシ

ョン審査を行い、事業協力者選定委員会に

おいて総合評価点が最も高い最優秀提案

者を選定いただき、大和ハウス工業株式会

社を代表構成員とする共同企業体を事業

協力者として決定いたしました。 

 提案内容には健都をはじめとする周辺

地域との連携やにぎわいを市全体に広げ

るといったことが盛り込まれ、優れた提案

であったと思っております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 ありがとうございます。 

 ２回目は要望と一部質問をさせていた

だきます。 

 まず、１点目の進捗率というところです

けども、令和２年度１０％、現在は１７％、

今年度末には２２％と、令和２年度の取り

組みが着実に今につながったものかなと

いうところは認識をいたしております。 

 しっかりとした積み重ねで今に至って

いるのかなというところで評価できるも

のと考えております。 

 その上で、ようやく令和５年度に工事着

手が見えてきたというところで、今後さら

に工事を具体的に検討されると思います。

これは要望とするところですけども、やは

り工事については市民生活に影響を及ぼ

すものでございます。今までしっかりとや

ってきた中で、工事においても同様に丁寧

に対応し、市民生活への影響をいかに小さ

くするかというのが大きな焦点になろう

かなと考えております。 

 当然、交渉が終わったところから段階的

に、工事の順番等の計画をされていくのか

なと思いますけども、その市民生活への影

響をいかに少なくするかという点はしっ

かりと考えて進めていただきたいなと思

います。 

 そして、併せて、当然、地権者への対応

も今後どんどん負担がふえると思います

けども、しっかりとやっていただきたいな

と思います。 

 １点目は要望とさせていただきます。 

 続きまして、２番目の仮設駅前広場の設

計についてというところで、現状から少し

規模を縮小して、コミプラ側に移動させる

ということは認識をいたしました。今後、

タクシー会社等々といろいろと調整をし

ていくというところです。 

 ちょうど駅前のところで仮設の駐輪場

もつくられております。いろいろとそうい

った自転車関連のニーズというのもこの

一帯は多いのかなと思います。 

 令和２年度で基本設計をされておりま

すけど、そういったところもやはり市民生

活への影響という点でもしっかりと取り

組み、考えていただきたいなというところ
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を要望といたします。 

 また、従来から言っておりますけど、や

はり仮設駅前広場や駅前周辺というとこ

ろは非常にまちづくりの重要な拠点とな

り得るところなので、にぎわいづくりの創

出という面でも、そこはぜひしっかりと考

えて進めていただきたいなと。大阪府とも

阪急電鉄株式会社とも連携して取り組ん

でいくように、この点も要望とさせていた

だきます。 

 続きまして、千里丘駅西地区まちづくり

事業です。シンボルロードをつくり、にぎ

わいをつくるために歩道と一体としたも

のにしようと、いろいろと計画されている

というところは認識をいたしました。 

 やはりそのコンセプトが非常に重要に

なってくるというところ、まちづくりの中

でハード面をそろえるには、まずコンセプ

トがあって、そこからしっかりと築き上げ

ていくというところが大事になってくる

かなと思います。 

 それと、併せてソフト面も考えていかな

ければならない。ハードが出来上がってか

らソフトという考えは当然ないと思いま

す。 

 それで、令和２年度、ソフト面について

どのように議論されてきたのか、その点を

お聞かせいただきたいなと思います。 

 続きまして、地権者の対応について、個

別にいろいろと対応しているというとこ

ろを認識いたしました。 

 千里丘駅西地区はこれまで、課題がある

という中で進められてきておりますけど

も、地権者対応についての令和２年度にお

ける課題等があったのか、そしてまた、そ

の対応は適切にされてきたのか、その点を

どう考えているのかをお聞かせいただき

たいなと思います。 

 続きまして、５番目の事業協力者につい

てですけども、健都も含めて提案をされた

中で最優秀な共同企業体を選定されたと

いうことで、その点は理解をいたします。

しかしながら、令和３年度ですけども、守

秘義務違反として１者が排除されたとい

う事案が発生をいたしました。 

 ちょっとこの経緯と、また、その計画へ

の影響、そして再発防止について、答えら

れる範囲で結構ですので教えていただき

たいと思います。 

 以上です。 

○野口博委員長 では、杉山課長。 

○杉山都市計画課長 それでは、松本委員

の２回目のご質問にお答えします。 

 まず、ソフト面の議論というところでご

ざいますが、子育て世代を中心に幅広い世

代の方々にご来訪いただき、にぎわいを創

出できる施設誘致ができるよう、商業業務

施設のゾーニングを検討してまいりまし

た。 

 また、多くの来訪者が滞在、交流できる

よう、屋上庭園の活用についても検討いた

しました。 

 本事業の目的の一つでありますにぎわ

いの創出に向けましては、千里丘駅西地区

のまちびらきに合わせて、千里丘駅東地区

にあるフォルテ摂津などとも連携したエ

リアマネジメントが重要であると考えて

おります。 

 今後、千里丘駅周辺地域のにぎわい創出

につながるよう、エリアマネジメント組織

の検討を進めてまいりたいと考えており

ます。 

 次に、地権者対応での課題というところ

でございますが、これまでに関係権利者の

方々と個別に面談させていただいている

中で様々なご意見・ご要望をお聞きしてお
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ります。 

 その主なものとしましては、移転先の紹

介や移転の時期、新型コロナウイルス感染

症の営業への影響についてのご意見・ご要

望をお聞きしております。 

 こうしたご意見・ご要望に関しましては、

全てに答えることというのはなかなか難

しいと考えておりますが、これらを踏まえ

まして、可能な限り対応していくことが必

要であり、課題と考えております。 

 今後ともご理解、ご協力いただけるよう、

丁寧に対応してまいりたいと考えており

ます。 

 次に、守秘義務違反についてでございま

すが、こちらの内容につきましては、個人

情報に関わる内容がありますことから、詳

細につきましては答弁を差し控えさせて

いただきたいと思っております。ご了承い

ただきますようお願いいたします。 

 再発防止としまして、構成員変更後には、

事業協力者から再発防止を徹底する旨の

文書の提出がありまして、本市からは、事

業協力者だけではなく、千里丘駅西地区再

開発事業に係る業務委託の受託者に対し

ましても守秘義務の徹底と、事業関係者に

対し誤解を与えるような言動は厳に慎む

よう、文書により指示を行いました。 

 なお、構成員の変更による事業進捗への

影響はなく、予定どおり進んでいるものと

考えております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 ありがとうございます。 

 それでは、要望とさせていただきます。 

 まず、ソフト面のところで子育て支援、

そして屋上庭園、にぎわいの創出について

というところを取り組んで、そして、千里

丘駅の東側のほうも含めてのエリアマネ

ジメントというものを考えているという

ご答弁だったと思います。 

 エリアマネジメントは、千里丘駅周辺の

一体的なにぎわい創出において一つのキ

ーとなるようなものかなということは認

識をしております。その点はぜひ進めてい

ただきたいなと考えております。 

 あと、少し設計等についても要望ですけ

ども、屋上庭園でいわゆるイベント開催等

も計画をされていると思います。そういっ

た中で、屋上庭園というのはやはり雨天時

イベントがちょっとできなくなることも

考えられますので、雨天時の対応ができる

一定のフリースペースというのも必要な

のかなと。 

 例えば、ガンバ大阪とのコラボで展示品

を飾ることができる空間というところ、屋

上庭園と連携することでさらににぎわい

の創出、あるいはイベント実施の柔軟性も

確保していくのかなと。これはやはりソフ

トのことを考えて、人を中心に、イベント

を中心にしたハードづくりというのをぜ

ひ今後考えていただきたいなと。そして、

健都との連携も含めて考えていただきた

いなと思います。 

 そして、これは基本設計の要望なのです

けども、施設建築物の１階平面図という図

面名称３番ですか、この基本計画のところ

ですね、ここの右下、ロータリーの南側に

位置する、車道に突き出た一部分ですけど

も、この歩道空間ですけども、これって実

は以前からも言っていますけども、歩行者

が駅側へ行く際にここから渡るのではな

いかなというのをちょっと予想しており

ます。 

 ここにちょっと横断歩道が必要ではな

いのかなと。以前からの説明で、２階の渡

り廊下部分へ歩行者を集めたいという意



- 9 - 

 

図があるということは認識をしておりま

すけども、しかしながら、歩行者は朝の通

勤などで少しでも短い動線で駅舎へ行こ

うとすると考えられます。 

 そこで、繰り返しになりますけども、こ

の突き出た部分から渡るということが頻

繁に出てくると十分予想されるというこ

とを踏まえてですね、交通安全の観点から

も、利便性向上からも、この部分に横断歩

道を設けるということはぜひ検討してい

ただきたいなと思います。これは要望とさ

せていただきます。 

 そして次に、地権者等への対応について

ということで、可能な限り丁寧に対応して

いきたいということでの答弁でございま

した。 

 まちづくりと同時に併せて、今いる方々

に少しでも丁寧に、それは阪急京都線連続

立体交差事業も一緒ですけども、今いる

方々により丁寧に対応していただき、より

よい形で地権者との合意を経て、よりよい

まちづくりができればと思いますので、そ

の点はしっかりとよろしくお願いをいた

します。 

 次に、最後の守秘義務違反のところで、

個人情報があるということで詳細は答え

られないということでしたけども、再発防

止についてはしっかりとしていき、そして

計画自体には大きく影響はないというこ

とは認識をいたしました。 

 本来であれば、これは、再発防止という

よりも、そもそもこの事態を防ぐというと

ころが本当は望ましいところであったと

思います。今後は、やはりそういったこと

がないように、再発防止が徹底されるとと

もに、ほかのところでもしっかりとこの教

訓を生かしていただきたいなと。これから

様々大きな事業がある中でそういった事

例が再び発生することがないように、ほか

の事業においても、そこはしっかりと建設

部全体としても考えていただきたいなと

いうところは強く要望いたします。 

 計画全体には影響がないということは

安心をいたしました。 

再発防止については、その地域、あるい

は市民にとっては本当にちゃんとできて

いるのかという疑問がやっぱり生じてし

まうことなので、そこはしっかりと対応し

ていただきたいと思います。要望とさせて

いただきます。 

 以上です。 

○野口博委員長 どういう再発防止を講

じたのかという点で。 

では、杉山課長。 

○杉山都市計画課長 再発防止の対策と

いうところですけども、先ほど答弁申し上

げましたとおり、文書によりこちらから指

示を出しておりまして、各事業協力者から

も、再発防止を徹底するという内容の文書

を頂いているというところで、再発防止に

ついて行っている対策は以上でございま

す。 

○野口博委員長 暫時休憩します。 

（午前１０時３６分 休憩） 

（午前１０時３７分 再開） 

○野口博委員長 では再開します。 

 それでは、藤浦委員、どうぞ。 

○藤浦雅彦委員 今いろいろな質問も出

ましたので、ちょっと総括的な面で質問し

ます。現在は、健都の内容が所管から外れ

まして、阪急京都線連続立体交差事業と、

それから千里丘駅西地区の再開発が、摂津

市の言わばメーンのまちづくりとして当

委員会で所管しています。 

 この二つとも事業決定がなされて、そし

て今、順調に粛々と進められているという
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ふうに私も認識をしておりまして、その中

でどちらも今は地権交渉の真っただ中と

いうことで、それぞれお答えできないこと

が非常に多いということだと思います。 

 ただ、そんな中でやっぱり大事なのは、

その権利者に本当に寄り添うように対応

していただきたいということです。最大限

に配慮して対応していただきたい、これか

らもやっていただきたいということをま

ず、これは要望しておきたいと思いますの

で、お願いいたします。 

 その上に立ってですね、この令和２年度

というのはシティプロモーション元年と

いうふうに言われまして、そして、これは

市を代表する事業ですから、それなりにＰ

Ｒがありました。記憶していますけども、

電車の中吊り広告を出したり、千里丘駅の

中にもこのチラシが貼ってあったりまし

た。 

 ちょっとそれぞれ千里丘駅西地区の開

発では、シティプロモーションの意味から

どういうＰＲをされたのか。同じく阪急京

都線連続立体交差事業につきましても、シ

ティプロモーションの面からどういうア

プローチがなされたかということについ

て、１回目にお聞きしたいと思います。 

○野口博委員長 そうしたら、杉山課長。 

○杉山都市計画課長 それでは、藤浦委員

のご質問にお答えします。 

 シティプロモーションとして情報の発

信ということでございますが、これまで本

市のホームページに再開発事業の紹介動

画ですとか都市計画決定、そういった内容

について公開してきておりまして、今年度

になりますけども、新たにＰＲ動画を作成

いたしまして、令和３年８月１６日から９

月１２日までの間で、ＪＲ大阪駅とＪＲ新

大阪駅のデジタルサイネージで放映をい

たしております。あと、また、委員も先ほ

どお示しいただきましたが、ＳＤＧｓポス

ターの掲載は阪急電鉄及び阪神電車で運

行しているＳＤＧｓトレインにポスター

が掲載されました。 

 このほか、本事業については新聞ですと

か情報誌にも掲載されてきておりまして、

ＰＲ動画につきましては、今後も機会を捉

えて新たに作成して公開してまいりたい

というふうに考えております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 では、藤井課長。 

○藤井連続立体交差推進課長 それでは、

阪急京都線連続立体交差事業に関するご

質問に答弁申し上げます。 

 事業のＰＲ、シティプロモーションＰＲ

につきましては、事業主体である大阪府と

共に、連続立体交差事業協議会などを通じ

て効果的なＰＲ手法を検討しており、これ

までパンフレット等の作成のほうをして

おります。 

 また、令和２年度では大阪府と協力して

市オリジナルのＰＲ動画を作成し、連続立

体交差事業の目的と効果を分かりやすく

説明し、阪急京都線連続立体交差事業の取

り組みを市ホームページでも紹介をさせ

ていただいております。 

 また、市役所、コミュニティプラザのデ

ジタルサイネージにもそちらの動画を掲

載しております。 

 併せて大阪府においても、ツイッター等

のＳＮＳによるＰＲ動画を摂津市内で撮

影して、取り組みをＰＲしている状況でご

ざいます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 実務をやりながらの対

応ということだと思いますけども、このシ



- 11 - 

 

ティプロモーションの面もしっかり意識

をしていただいて、なおかつ実務もしっか

りと進めていただくと。これはお願いして

おきたいと思います。 

 その上でですね、まず、千里丘駅西地区

につきまして、先ほど、エリアマネジメン

トの構築を考えているということでござ

いました。千里丘駅東地区については、連

絡通路とかロータリーとか、この機にぜひ

リニューアルすべきだというふうに私も

考えています。バリアフリー上問題のある

ところもたくさんありますから、その改善

も含めてすべきだというふうに思ってい

るのですが、これが、ちょっとこの間やり

取りをしていますと、千里丘駅西地区が全

部完成してから千里丘駅東地区のことに

ついては考えていくというエリアマネジ

メントになっているようなことをおっし

ゃっていたのですけど、私は、そうではな

くて、同時にすべきだと。千里丘駅西地区

が完成するときには千里丘駅東地区のリ

ニューアルも一緒に完成させて同時にオ

ープンというイメージを持っているので

すけど、この辺のことをどうお考えかお聞

かせください。 

 それから、共有部分だけではなくて、テ

ナントについて、フォルテ摂津の中もだん

だんシャッターを下ろしている店がふえ

てきたり、また、店舗が単一化してきたり、

奥が空いたままとかですね、そういう活性

化の面で問題があると思っています。 

 今、地下に大きなスーパーが入っていま

すが、このスーパーもずっとおられるかど

うかはわからないと思っています。こうい

う面も踏まえて、千里丘駅周辺には商店街

がありますから、その商店街の人もこのエ

リアマネジメントの中に入ってもらって

ですね、駅のどちら側も同時にしっかり考

えていくというイメージを私は持ってい

ますが、こういうことについてどうかお聞

きします。 

 それからもう一つは、エリアマネジメン

トよりももうちょっと大きな話で、この地

域全体の活性化というのはやっぱり考え

ていく会議体みたいなものが必要だと思

っています。 

 千里丘駅西地区だけでなくて、もっと大

きな範囲で、ある意味では吹田市も入るか

もしれない、ひょっとしたら健都も入るか

もしれない、そういうエリアの中でこの千

里丘全体を活性化していこうという、まち

づくり協議会のようなものです。 

 そして、千里丘駅西地区は、健都の一部

だという考え方で、これは健都の東の端と

いう位置づけもできると思いますし、それ

はまちづくり協議会でいろいろ議論して、

面白いアイデアをどんどん取り入れて、こ

の千里丘駅西地区を核として千里丘全体

を活性化させ、また、摂津市全体が活性化

していくようなことを考えるべきだとい

うふうに思っています。これは大きな話に

なってしまいますけど、担当課としてはど

んなイメージを持っておられるかという

ことを、ちょっと先の話になりますがお聞

きしたいと思います。 

 もう一つ、阪急京都線連続立体交差事業

は令和１５年度末完成ということで、まだ

先が長いですけども、今までの議論の中で

は、例えば高架下の利用なんかどうやって

いくのか。まだちょっと早いとおっしゃっ

ていましたけど、ここは周辺の地域全体の

活性化という面では、同じようにまちづく

り協議会を立ち上げながら、この摂津市駅

を中心としたにぎわいをつくっていくと

いうことも当然必要だと思います。 

 一つの例としては、阪急宝塚線の高架化
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に際しまして、関連する駅ごとにまちづく

り協議会を豊中市が組織をして、そして、

豊中市は商店街なんかもありますから、商

店街も含めてまちづくりをやっていった

という、長期的な取り組みでした。 

 私もその協議会に参加させていただい

て、いろんなところを見学に行ったり、い

ろんな人を講師に招いて勉強会をしたり

しました。そして会員たち自身の思いが膨

らんでいくというか、思想が膨らんでいく

ようなことをどんどん取り組んで、さらに

いろんな意見を出し合ってというふうな

ことをされていました。こういう取り組み

も大事だなというふうに思います。 

 ちょっと似たようなところで、正雀駅前

まちづくりにおいて、こういう集まりをず

っとされていますけども、そういう経験も

ノウハウも多分あるのだろうと思います

ので、そういうことも含めてちょっと考え

を、どんなイメージを持っているのか教え

てください。 

 それからもう一つ、６月３０日に資料を

頂きまして、タワーマンションの設計図を

頂きましたけども、タワーマンションの中

心部分に立体駐車場が設計されています。

筒状になって住居があるので、立体駐車場

みたいに騒音の出るものが中心にあった

ら、音と振動が住居側に来ると瞬間に思い

ました。こういう作りが今は多いのか、 

ちょっとこれは質問としてついでに聞い

ておきたいと思います。 

 以上です。 

○野口博委員長 杉山課長。 

○杉山都市計画課長 それでは、藤浦委員

の２回目のご質問にお答えします。 

 千里丘駅西地区のまちづくりにつきま

して、私は、施設建築物とか駅前広場、こ

ういったハード整備が完了すれば目的は

達成されるというふうには考えておりま

せんでして、まちびらき後の取り組みが非

常に重要であると考えております。 

 委員がご指摘の、一体的なリニューアル

というところですけども、今回の整備で自

由通路が千里丘駅に接続されることにな

りますので、そちらからフォルテ摂津まで

つながる通路を一体的にリニューアルで

きないかということで検討を進めており

ます。 

 あと、フォルテ摂津のほうの空き店舗が

あるというところなんですけども、千里丘

駅西地区の商業業務施設の運営に関しま

しては一体運営というものを考えておる

んですけども、千里丘駅東地区のフォルテ

摂津の部分につきましては、区分所有でお

持ちになられている方がおられると思い

ますので、そういった方も一緒に取り組む

ことができるかということについては今

後の検討課題かなというふうに考えてお

ります。 

 それから、まちづくり協議会についてで

すけども、先ほども答弁申し上げましたと

おり、エリアマネジメントの組織を今後検

討していくわけですけども、千里丘駅西地

区と、あと、フォルテ摂津のある千里丘駅

東地区、ここだけに限った組織とするのか

どうか、もう少し広げることはできないか、

こういったことに関しましてもこれから

検討していこうというふうに考えており

ます。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 藤井課長。 

○藤井連続立体交差推進課長 それでは、

阪急京都線連続立体交差事業に関してで

すけれども、連続立体交差事業自体の効果

としまして、踏切解消だけではなく高架化

によって、まちの一体化というところが効
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果としては必ずあると思ってます。そうい

ったまちづくりというのが重要な課題で

あるという認識はしております。 

 ただ、連続立体交差事業と言いましたら、

当然、最終的に高架下にどういうような施

設が入るか、高架下の利用に合わせてこの

周辺の開発を考えるというところになり

ますので、高架下の検討というのがちょっ

と今はやっぱり早いのかなと。 

 ただ、ご指摘がありましたまちづくり協

議会というのは、今もちょっと考えてはい

るんですけれども、どのタイミングで考え

ていくのか他市の事例ですとかを参考に

しながら検討していきたいと思ってます。 

 他市の事例を参考にしますと、高架の本

体工事ができるようなタイミングで協議

会等の検討部会みたいな形でつくって検

討していく。併せて周辺も踏まえて考えて

いくというところで、スケジュール的には

もうちょっと先かなとは思いますけれど

も、非常に重要な課題と認識しております

ので、引き続き検討のほうはしていきたい

と思っております。 

○野口博委員長 杉山課長。 

○杉山都市計画課長 それでは、住宅用の

駐車場についてのご質問にお答えいたし

ます。 

 住宅棟の中央に住宅用駐車場であるタ

ワーパーキングを配置する計画となって

おりますけども、タワーパーキングの周囲

を、厚さ約９０センチメートルのコンクリ

ートの耐震壁で囲う構造になっておりま

すので、これによりまして住戸側への騒

音・振動の伝播を抑制するという構造にな

っております。 

 以上でございます。 

○野口博委員長 部長のほうからちょっ

と、今、受け止めている範囲でご意見を言

ってください。 

 武井部長。 

○武井建設部長 藤浦委員からのご質問

の中で、まずは阪急京都線連続立体交差事

業のほうのまちづくり、駅周辺のにぎわい

について、今、担当課長からも答弁があり

ましたように、我々も今回の阪急京都線連

続立体交差事業を起爆剤として、その周辺

の活用というのは非常に大事なことであ

ると考えております。鉄道を高架化すると

いうことだけでなくて、その周辺のまちづ

くりをするというのが大きな目的の一つ

だと思っております。今、説明しましたよ

うに、まだもう少し時間がかかりますが、

高架下の活用は絶対必要になりますし、そ

ういう時期に合わせてまちづくりをうま

く、地域の皆様と一緒に検討していきたい。 

 そのためにも、今、周辺での他事例であ

ったり、それから、正雀であった事例等も

もう一度検証しまして、どういうやり方が

いいかというのを考えていきたいと思っ

ております。 

 それから千里丘駅西地区のほうも、今、

答弁しましたように、これも本当に摂津市

の北部の大きな核だと思ってます。 

 ご存じのとおり、千里丘駅西地区は吹田

市、それから万博記念公園の周辺とすごく

リンクしているところもありますので、一

体となってどういうにぎわい、活性化をし

ていくか、そこは本当に点から広がる面の

起爆剤になっていくかと思っております。

これにつきましても、周りのいろんなにぎ

わい資源を活用する中でもっともっと広

げていくためにはどういう形でどうした

らいいかというのを考えていきたいと思

いますので、また今後ともご指導いただけ

たらと思います。 

 また、適宜その時期に合わせてご報告さ
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せていただきたいと思います。よろしくお

願いします。 

○野口博委員長 では、藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 私はやっぱり一番心配

しているのは、テナントの計画が失敗しな

いかということなんです。失敗例はいっぱ

いあるんですよね。再開発したけども、結

局テナントが入っていない状態になって

しまっているというところが結構問題視

されています。 

 やっぱり小売業がどんどん衰退すると

いう時代になっていますから、クリニック

と学習塾ばっかりになって、一般店舗のテ

ナントがなかなか入ってこない。 

 だから、そんな流れを踏まえて、にぎわ

いを創出できるテナントを持ってこよう

と思ったら、ほんまによく練っていかない

と難しいなというふうに思っています。直

観としてそう思ってますので、その辺もよ

く考慮いただいて、本当に失敗しないテナ

ントを進めていただきたいと。 

 併せて、先ほど言いました千里丘駅の東

地区も、テナントに入っている方がだんだ

ん活気がなくなっているとおっしゃって

います。商店街も活気がなくなって非常に

残念だなと思いますので、そういう意味で

は、千里丘駅を隔てた両側を同じように一

体として、まずテナント関係を考えていっ

ていただきたいなというのが一つです。 

 それから、全体としてこのまちづくりを

担っていくまちづくり協議会につきまし

ても、市の担当者が中心になるのではなく

て、これはぜひともそういう協議会が中心

となって、市役所はうまいこと裏方に回っ

て、自主運営ができるようなそういう組織

として進めていっていただきたいなと。 

 それから、うまくいっているところはそ

ういうふうに市役所の人が事務局とか裏

方に回って協議会が自主的にやっていっ

ているのが非常に多いので、ぜひともここ

はうまく組み立てていただいて、より活性

化して摂津市が大きく発展する一つの起

爆剤になっていくようなまちづくり協議

会をイメージしていただきたいなと思い

ます。 

 これはですね、ちょっと所管が違います

けど、鳥飼まちづくりグランドデザインで

も同じことが私は言えると思うんです。同

じようにやっぱりもっともっと住民が主

体になってこの発想ができる、そういう協

議会的なものでやっていくことでいろん

な面白い発想が出てくると思うので、これ

は本市のシティプロモーションだという

ぐらいの思いでお互いにイメージを合わ

せながらやっていきたいと思いますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

 それから、タワーマンションの件は、９

０センチメートルのコンクリートで囲ま

れたら大丈夫ですわ。納得しました。 

 以上です。 

○野口博委員長 以上で、質疑を終わりま

す。 

 暫時休憩します。 

（午前１０時５９分 休憩） 

（午前１１時 １分 再開） 

○野口博委員長 再開します。 

 討論に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○野口博委員長 討論なしと認め、採決い

たします。 

 認定第１号所管分について、認定するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○野口博委員長 全員賛成。 

 よって、本件は認定すべきものと決定い

たしました。 
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 これで本委員会を閉会いたします。 

（午前１１時２分 閉会） 

 

 

 

 

 

 委員会条例第２９条第１項の規定によ

り署名する。 
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